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	「何を揃えればよいか分からない」場合も、そのままで大丈夫です。
	まずは、お手元にある資料をお持ちください。
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	ご家族と財産の状況を確認し、遺言を考えるための土台を整理します。

	その後の進め方
	遺言内容を検討し、原案作成、公証人との調整を経て、公正証書遺言の完成まで進めます。
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	ご本人・ご家族について
	遺言を作成される方の戸籍謄本
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	不動産
	固定資産税納税通知書・課税明細書
	登記事項証明書（お持ちの場合）
	土地・建物の売買契約書等（お持ちの場合）
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	証券会社の残高報告書
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	生命保険等
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	「何を持っていけばよいか分からない」という方へ
	まずは、①固定資産税の課税明細書　②預金通帳　③証券会社の残高資料　④生命保険の資料　⑤過去の贈与税申告書など、お手元にある財産関係の資料をお持ちください。
	すべて揃っていなくても構いません。資料を拝見しながら、相続財産やご家族の状況を一緒に整理し、必要な資料を順番にご案内してまいります。


	資料の拝見後は、当事務所で整理・検討を進めます
	ご提出いただいた資料とお伺いしたご希望をもとに、
	遺言書の作成に向けて必要な確認・整理を行います。
	両プラン共通のサポート内容
	推定相続人の確認
	相続関係の整理
	財産内容の確認
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	お申込みから公正証書遺言の完成まで
	ご相談の内容や財産の状況により、進め方や必要となる資料が異なる場合があります。
	STEP 1
	資料のご準備・ご提出
	まずは、お手元にある資料からご準備ください。確認しながら、追加で必要な資料をご案内します。
	STEP 2

	ご家族・財産の整理
	推定相続人や財産の内容を確認し、相続関係や財産の全体像を整理します。
	STEP 3

	ご希望の確認・財産の残し方の検討
	「誰に、どの財産を、どのように残したいか」をお伺いし、遺留分等も踏まえて検討します。相続税設計サポートでは、相続税の試算や一次・二次相続も検討します。
	STEP 4

	遺言内容の決定
	これまでの検討内容を整理し、遺言書に記載する内容を決めていきます。
	STEP 5

	遺言書原案の作成
	当事務所で公正証書遺言の原案を作成し、内容をご確認いただきます。
	STEP 6

	公証人との打合せ・必要資料のご案内
	当事務所から公証人へ原案を提出し、内容や必要書類について事前に調整します。
	STEP 7

	公正証書遺言の作成
	最終内容をご確認いただいたうえで、公証役場にて公正証書遺言を作成します。

	公正証書遺言作成時に追加で必要となる主な資料
	遺言内容が決まりましたら、公証人との打合せ・公正証書遺言の作成に向けて、次のような資料をご準備いただきます。
	印鑑登録証明書等の本人確認資料
	戸籍謄本等
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	必要となる資料は、遺言内容や財産の状況によって異なります。当事務所から個別にご案内いたしますので、最初からすべてを揃えていただく必要はありません。



